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	※本品はＥＯＧ滅菌済である。
	1.滅菌袋を開封して本品を取り出し、チューブに傷、汚れ、つぶれ、折れなどの異常がないこと、および針に傷などの異常がないことを確認する。
	2.ドレナージチューブ留置の前に、あらかじめ創部を滅菌生理食塩液などで洗浄し、凝血塊・組織片を可及的に排出する。
	3.ドレナージチューブの留置
	1) 1本留置の場合
	まずドレナージチューブの針から、針キャップを外す。次に創縁から適度に離れた部位に針を穿刺し、チューブを体内に誘導する。チューブが穿刺部位を通過した後、チューブ端(針側)を約45 の角度で切断する。切断はカットマークより→印側の位置で行う。（図１）
	チューブ留置の際は２個の留置位置表示マークの範囲内（２ｃｍ）に体表面を位置させる。チューブ吸引部を適切な部位に留置し、余分なチューブを切断する。
	2) 2本留置の場合
	まずドレナージチューブの針から、針キャップを外す。次に創縁から適度に離れた部位に、体表から体内へ向けて針を穿刺し、チューブを体内に誘導する。針先から遠い側の留置位置表示マーク(針先から約1m)を、体表の穿刺部位表面に位置させること。
	続いて別の適切な部位に、体内から体表へ向けて針を穿刺し、チューブを体外に誘導する。針先から近い側の留置位置表示マーク(針先から約50cm)を体表の別の穿刺部位表面に位置させること。チューブ端(針側)を約45 の角度で切断する。切断はカットマークより→印側の位置で行う。（図１）
	チューブ吸引部を適切な長さで切断し、それぞれの吸引部を適切な部位に留置する。
	4.留置したドレナージチューブを縫合糸などで体表に固定する。
	5.Ｙコネクター付チューブとの接続
	1) 1本留置の場合
	ドレナージチューブ先端を約45 に切断し、滅菌生理食塩水で濡らす。切断されたチューブ先端をＹコネクター付チューブのＹコネクター開口側ポートに奥まで挿入し、確実に接続する。（図２）
	2) 2本留置の場合
	Ｙコネクター封止側ポートの凹部（図３参照）を切断する。2本のドレナージチューブ先端をそれぞれ約45 に切断し、滅菌生理食塩水で濡らす。切断されたチューブ先端をそれぞれＹコネクターポートに奥まで挿入し、確実に接続する。（図３）
	6.併用の吸引器の添付文書に従い、Ｙコネクター付チューブを吸引器に確実に接続し、ドレナージを開始する。
	7.Ｘ線写真を撮り、カテーテルの配置、折れ、潰れ、ねじれ等異常がないことを確認する。
	8.ドレナージチューブを抜去する際は、チューブ固定に使用した縫合糸などを取り外し、ゆっくりと均一な強さで引き抜くこと。

